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　　　　　　　　　　　　　　　　　　きコよ てド　POIge， Wilrγ、しへt　 み　ROし）≦Oh（了⇔「了4）　IJ、　　8系〔司
月∈L’莫月　～月ヨE盤F｝包莫1ヨ　の　フ塵覧9　受精〔和Pを　o°C　　毛「　乙“　ンa去P
（ε系舌果、♪多却髭慶にかかわらず死漁し、　8
細目包莫月旺Z・σ、15δCと1D°Cの間Z・傷薯を受1す
ろことを．報告しZいる。　こぜへにダ寸しZ、団刀月包
月己印刀暫易喜を受1↑る薩界麗度I」やや畠く2ぢ゜c
ヒ15℃の間ヒ1忍1hれるヵ“、256C保存印の生傷
率（1∫％）が3ケ・c区（4。％）に比ぺz低いことから
保房虚度の低下と莫に生傷率が除々’こ低下可
ることが推現ll芝1へ．る。王見丘のヒCろ、低温に
よろ傷薯のメカニヌごムな日月らか・：．芝れ一Zいな
　　　　　　　　　　　　　　おのい帆P。ige＆Wmα己5e〔（旧ワ8）1コ・♪姿却乏依
紀プヲ受精61Pを．電子顕微鏡下ひ観察しに結果、
細月包内鮨肪、ト橘に」た5な変イヒがみられ尺こヒ
か転月難構成しτいる嗜質か凌イ巳言ること
によつ傷」書iE受1する可倉E・性．一を示曙隻しZいる。
　　　　一　　　　’　　　　　　　　　　・　　　i86
フ開9臼ρ子の）栗結保存・」．掻ζあZ困難τあると、匙
わ汽るが、本実験の結果、卵与の耐壕柾・こ種
4寄喫十生．zバあることフΨ訂㍉乏ぜへrヒことから、　今そ灸
ア9受精＠の低温保傷条件¢、検索に、卵寵卵
・3有効な萩料にな’♪ケると思わ釈る。
　奉節Z・・1コ、一プ961P兇6｝P左裡々（i温．度；㍗均
却Lにのち毒，餐し、　その後の生唇・柾を比較し
葎。得られに紹果の概辱臥以下の直’｝Zごあ
る。
1．　　　一プ覧91勾1η昌己6F　左　○°C　J　z・）箋1まP　し　紀　場合、　）令
　却速度および・画P黄添刀ロにかρ・わらず、磨ヒ
　んと・訊くこて《6P与z求・傷喜i皇・受・丁花。
2．－1％°Cさ乙吟乗轄乏れ紀印与・コ、冨べてがし
　死漁しに。
3、印3一を卵巣o・と、芳，劣，汐お」び零℃
　に保存した（（ち堵・餐した髭果、正牽な今裂
　椴（M1～M2）を吊し価P子の割合1ユそれをれ
　4D，傷2および泓ひあつ、本実験の条件
18マ
・『ｺ・乞1餌」、・ヨ5αC以下の〉台却に而マえられないこ
と二z粛日月らかとなっ廷。
　　　　．．’　．h　’　　　．　、卜　．，1・　　配　　　　　．　“　’
］88
第4．節　・ト橘
　家畜の受精印18数多く得ること、」困難Z・あ
ろが＼　61ヵ月包1動η、」、　ノ書‡島Z・得られる76P巣よつ多
数4采取苛ることがz・きる。本章z・4、動物裡
ち1エか卵与の考き育段階に」る低温感受・1生みよ
袖船吏在をしらべる目的τ1、ウシ御ぴ7，汐
’廟2命を種々の浸度含Z唆却しにのち彪臥，
成象分裂像を観察し紀。得られ圧結果の綴与
の、　》、人下の通つZ“ある。
1．ウシ卵月包飽産。・c蛇・力却Lたのち堵・養
　し已1結果、M2茸z・級塾、し行6｝P与の零1【倉口∋7
　へ4ぢ％Z・、メ∋去　』歯度に関係看く対照区（4・4－％
　）　　と＿　　15　　‘コ聴　客　　｛　　㌧、　イ直　ご・　あ　　う　　　r三　　〇や、　　　－1『｝G°C　　コL　てひ・
　壊結後q、研索剤の裡類（DM～。、　Eθ．αlyce一
　ヒ。1，囲FA）に関係身く勾べ▽の61P　3が死癒
　した。
2．　　1ユフ　シ〔9F〕月a　61Pを一100c　さ　こ・・♪索系吉　し　r三　（あ　ち堵
　，養し1三紀果、正単O分裂像・」全く観、察芝れ
　肋・つに。コた、採丘IP後2タ～30時間堵擾し
189
　たのちL10°c』3　z・凍霜し在場合も、正常な
　分裂像を裸っ尺卵子・∂樒あz少弓かっに（
　2／ケケ）。
3．つ”g嘲包印を0°Cコ乙・）令却し紀結果、裟
　去P．遜≧度　才～・よ　ぴ（卯ヲ黄添カロ　・二　ρ、か　わ　　ら　てザ、　　ほ　と
　んど傷ぺZの｛コ　3一か1・傷害を受けた。
4．ワ・ダ鯛包畝左卵巣ご1と、39，2ケーケみご
　かタ℃に保存一し葎・のち堵・養した秦吉果、正幣
　つ分裂像を皐しε白ρ与の馴倉ね、・それ壱1匹
　4・o∫．疹，Zみ」ぴ1％・z亀・あつ、　1ワ゜c夙下の婆
　芸Pに而可、えら．れ1了∂・った。
190
　ロ膚乳重力物卵3一の〉巣結保奪．‘こ関マる研｛蒐、9、
τ972卑・Whiてtlnghρm　5ヵやマウス胚を用いて
再現・匡ある右法を報告したこ乙にようZ々台ま
つ丘乙言っでも過言z㌦コoい。以来、現在ま
Tの短夏月間に、本分野の閥兜13急速奪進展を
鬼セ、いくつかの動物種においZ♪蘇吉印子に
よる産子が報告乏れ一たが，重η物裡およぴ卵子
の発育霞階に応じに適切な保傷去バ確立ユれ
る言Z㌦こQ、　多くの石テ免をi必夢と言るヒ・あろ
う。本研兜I」、哺乳動物ゆ子の蒙結保傷♪去、を
確立し、丁らに嗣壊メヵ二でム左解明可ろた
あの『：が、かつを得一ること．を貞白9乙して、種々
の成熟暖階にある喫験動物卵与、お」伊家畠
㊥月包印を用し＼種々の条件バ東結一融解芝れ
た卵ろの生傷医に及‘7可影響1⊂っいて検討し
1三もの乙“ある。そ暑られ1モ系吉一果一の大1与を払人下に
て「した。
τ91
　工　　でウ尺受精面Pの壊結保傷．
1．　室塩とo°c闇の力却および・加温速度1コ、
　桑喚～彫ELの生＿傷．十生に暑…多響しr3ρ、っ1i三。
2．　　桑’i契司壬，を　20　およ‘てド’○°C　l；イ呆今　し　匹三系吉裏、
　生彦性巳コ、前老の方がやや優れて・いに。
3．1、脳のE6あるいqG1γcer。1を添卯し廷
　FBS甲、。保房芝佐た桑実旺1翫無黍、方・のPB5
　左用いだ‡易合に近．い生一傷椎をξL在のに対
　し、D齢○添加区の生傷率・」やや急激に低下
　｛、DMFAI添カロ区z㌦」極あz急ク敦に低下しτ…二。
　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　Lのことη・ら、　マウス南…にヌ寸マるE（シ1ら・よ
　ぴGlycer。1の為腔1コ極、あて低く、DM∫。　qい
　〈分毒性i皇もぢ、DM「FAほ強力ζ葬毒十王をもつ
　ヒ考えられる。
4．　　月王の〉更条壱　のア祭　‘二、」、　一一4ρC禾呈度の　1馨フし・ラ霊Σ度
　丁戴、二おいで植．うk操作をお・こ弓うことのぐ，必辱一
　z“あろ。
昼　毎扮0．2；〈一了、。°Cの速農τ・－10～－7ζ゜C毒乙、・
　壊結芝れ丘桑実胚を緩・優融解し氏甕果、生
　毒率1翫7ら゜cさz・・低下しなり・うたバ、毎分
192
　5～10°じの速度ご・）蘇吉芝れたτ易合9、温度
　のイ伝下1＝従って生彦率が・低下し1三。
6．　　種々　の　表L度　｛l　z・緩慢ン含『去ρ（1°c／分）芝　れ　た桑
　喫旺を一75・cまで・急力し尺籍果、一タ○・c夙
　下の最度から急〉令しに場合に高い生信率が・
　得られ丘。このこピから、一タ。6こ．て・脱水が1
　ほぼ吃了しているものと思南れる。
7．毎分ダcの速度z・一ケ。・cまz・浦まPされた
　桑契旺猛たちに一7ウ・cへ急〉飢た協合の
　生唇率，」4％で・あらたが、一タO。（二に30分間
　山人」ニイ呆李奇し1三のち1急ン令しr三場合の生．彦一率1コ
　即～73％まτ島尋う1三。これQ、一ケ0。Cに
　保特芝れZいる間に十今説ウκ芝れた圧あヒ
　恩われる。
8・　　－25嚇　お・よ　τ戸・　一ζo。C　に　お・つ　る桑肇…旺のイ呆傷
　司能期間’コ、それをれ数時間硯ぴ数日間
　zいあ　っ　r三の　8ニ　タ寸し　、　－7㌻゜c　τ・1コ　9σ日　間保～写一
　しても生存性13低下¢ず・、σぽ与定（た保
　存性騨認あられた。－7プCに90日間保傷芝
れた胚を、にeCI　Fiehtに移植後、生唇産与が・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ93
　得られ紀。
9．　♪彙系吉身亀中に禾重々のラ農度のBSAあるい13臼P
　黄を添加しz桑喫旺を一1％°c耳z・陳結した
　結果、これらの添刀Plコ生傷・卜生に影響L弓か
　っ1三。
10．緩慢♪東結（033・c／分）ぞれ疋桑喫旺を一1r6°
　C　刀・ら一10°C　ζ【　乙・，急速融解芝1亡r三τ易合IJ、
　緩慢融解区乙同様の一高い生有率が得られ疋
　が、○°c以上まz㌦急速融解芝亡るcと・こ」
　り、　生．傷率ヵや低下した。
II．値ラk後、－20°Cア’レコール，一了Oo°C液体
　窒二素がス、　および一796。C液体窒素中に、10
　分間隔で・静置」｛る己とによつ急速）索結芝
　れ庇桑喫旺弓、急速融解（360°C／命），やや高
　ヲ震度　のP1）7∫O（2，0M）　お』よ　rび覧ゴ産Lt刀く工　D図∫01商ミ　去　方
　ラ去を用いるこヒ．にょつ高率に生．傷しうろこ
　とηΨ日月らかヒoうに。最も島い生存率が得
　られにの弓、月壬を、2、OM－DM∫〇＋05M－∫ucr－
．。5eを含むPBSおよび0、ζ図一sucro∫eを倉も・
　PBS　守　に川貢二之移　L　ZDMso　iを1徐去し　1三場！合τ’、
　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　194
月～E　を　recipieht　i（　禾多植後15匹（38％）の産与一かこ・
得られた。
　工L　マウスおよびう、リト未受精‘｝Fの療結イ呆存
1．マウス未受櫛IPを用いて、向壊剤の桑函砲
　内外への透遇性翫し較した紀果、GIγcerd
　の透岨性はD蔭○および五αに比べて非甑：
　イ医く　、　DM　FAの透量性巳3極．あ　で　1葛　z）・っ　た。　言
　τ三、　　○°C　Z…　」　30°C　に仁L（等　Z透過速度ρぜ遅P、
　つ降。
2．　面戸管から」」ヨ臨又芝十／Lr三ラ“ノト未受精6｝roを、
　－1％°C茸こ・藻結後融解しに結果、14～2牛γ
　の6｝P苓び形熊的に正幣Z・あっに。これらの
　卵子に俸タ臼受精し、5一日寿闇且に観察〔巳湯
　合’コ、侵入率72％，　そのうぢ正常な受精途
　上画P，」67％z・浦つたが、26時闇目に観察L
　に湯合匹ユ、侵入率93％，　正’彰π｝分害4卵・コそ
　のうち31％乙”あった。・
3．　G▽其月のマウス〔軌刀月包命刀を一1『6°C｛茸z・♪彙系吉後
晶虫解し已維果、」彩態的に正鴬く｝印手の劉合
　　1－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　199　．
　l」9～39％之、受精鰍こ比べて低かつた。
　これらの町η与・をイ奉ウト堵・養した秦吉果．、　33％zべ・
　M2ゴ乙味多行L在が・、体クト受精後の侵入率、」
　6～28π乙’・あった・。
4．　Gτ7其月のラ1v　ト卵月乞卵を一円6°ご君τ・壊紀し、
緬牟循佐9卜瑠養一励ト授精Lに糸吉果囲
s6を室墨z添η。し、室品～37・c’z縢幻た
　湯合」⊂、生！零率および精｝侵〉＼率とも、二高
　い値ヵΨ得られた。
曳　HCG注．射後、　3，6汐および8、タ蒔間日に
　採取したラ、リト卵砲帥を一1臼6°こま乙・壊結し
　た系吉果、6、些「略問目以降の9子の生鳶率P“
　島かっ荏こヒP・らぐe▽崩壊夙隣、而寸壊性が
　島言るものと恩われる。ユた’、体外受精後
　の精手侵入率の、卵与の成妻双が進t．に従）
　Z島まった。　芝ら1く、　♪東系吉液あるい・ユDM～o
　希1采尺液、宇に薫、糖を。苅ミ刀ロ言ろこヒによつ、　生．
　存率，精手侵入率契にいく分島く奪る傾向
　が認あられに。
　∫　．　　冒．　．　　　　　　　　『　　　　　　　η6
　皿八ム尺9一受：精卵の）庚結保存
1．　ハムス9－8条田躯期胚の培養液1ユ、修正
　KRB液．およびTc図19りに比べ　て、　修・正下ymde
　液が・鍔ぐれZ　l・　た。・7　ら　に，　ジ曼透ノ王　を『1▽○
　（ノ2ZOmb∫漁01に低下芝て、　ヒ1’しヒ1’ン酸ラ震度
　を1州茸Z噌方頃てに湯合に画丑盤寵への
　発脅　率ヵぐ噌刀ロ　し　r≡…　D“、　　卜」（λ†／kこ†じヒ　お・よ　’てバ・Cα＋セ
　濃度を変化芝でた湯合’に、」τ曽ヵロ｛oかつた。
2．　　－1『6°C・こ♪菓｝秦舌　芝　甲れf三　8畑月包其月用…‘コ’　扇虫解
　後も夫部づ∂が形熊、的しこ正鴬㍗あ，1三が1レ培
養後の胚盤月包へA発脅率弓、o°cへの）弓却，
　而可〉東膏1［の希、ヵロ，　」らに一196°Cへの）東乗吉と、
　処理かΨ進，《ンに従うて低下Lたo
　π　豪畠嘲包卵の低温保ぢ
1．　rラシ（動1刀月包（動i刀i藍○°C書τ・♪令去Plた．のち堵養
　しに紀」裂、M2ま乙“成蒸嚢し庇邸η」3トの喜q合lo、
　メ参却速度に関係なく、苅望区乙ほぼ馨しい
　但Z・・あっ「三こヒて）・ら，　OOC）参、ま　，二対7才る才塗、
ヰ良十生一121島いも《と1忌われる。　しかぐニー10『C
197
　まZ・つ重結・可るこヒによつ大部分バ傷！筈を受
　’7・、　　而マ’〉更・他…．量3　イ歪～・カ、　っ　　た。
2．　　フ”ζ7臼p7月包向　を　0°C　ま　乙鴨♪令去P（　1三桑壱果、　〉令
　去ア速度お・よてド〔動刀黄添カロに〃＼ρ・わら言＼ばと
　んど・なべて1クΨ傷碧一を馳受げ1三。フ・・91コP巣を種
　！～の混度に裸1蔭しξの右卵胞6Pを考履した
兼課．フ1％P月包GIP　I吾…5°c夙下膚即に耐
　へそ　ら　れ1コη、つ　た。
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　稿を終わるにあた・ハ終始暖“・k、御指導・
御教示左賜わうた恩師、京都大学敬授入谷明
1博士に深甚の詰射意を：表言る。
　ま鳳本実験の遂行上、常1こ有意義頓ヵ言
ヒ御指導をし液βいた京都大鞠拷文綬丹羽皓
ニー博ゴ：・こラ果く辰き：謝する。
　8に、一部の研究て・博有益雛P指導を賜
わつた米国ウース9『一研免所Chαng博士に深’
く感謝冨ろ。
　加之τ、庫都大学家畠繁殖研輕室の各位、
特に三宅正史助手，小林俊隆暑，早瀬隆昌君，
吉野彦良君の4氏から絶大な協刀ぎいににrい
たこと二に1℃・ρ・らの言射煮、を表一ずる。
　なお・、　本研究，コ、　農林水産省別粋石〒兜の援
βカを手尋てお1こ億われに。　さらに、本石モ｛姥の一
郁I」、日本学術振興会からの援助を得τおこ
奄われ一1三。　C　こ．に診己　し　Z詣寸意を．表．可　る♪欠第Z”
あろ。
